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平
成
29
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
市
長
提
出
議

案
等
35
件
（
う
ち
、
報
告
11
件
、
諮
問
3
件
、
陳
情
5
件
）
の
ほ
か
、
議
提
議
案
４
件
、
委
員

会
提
出
議
案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
第
26
号　
秦
野
市
公
共
施
設
使
用

料
の
適
正
化
に
係
る
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

人
口
減
少
と
市
民
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
次
世
代

に
重
い
負
担
を
残
す
こ
と
な
く
持
続
可

能
な
も
の
と
し
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
33
施
設

の
使
用
料
を
引
き
上
げ
、
ま
た
は
新
た

に
有
料
化
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
と

年
齢
満
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
す
る

無
料
化
の
一
部
導
入
や
使
用
時
間
区
分

の
見
直
し
な
ど
、
14
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

　

な
お
、
平
成
29
年
10
月
１
日
以
降
に

使
用
を
申
請
（
窓
口
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
仮
申
請
を
含
む
。
）
す
る
場

合
か
ら
適
用
と
す
る
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

使
用
料
を
見
直
し
へ

6 月
定例会

市
内
33
施
設
の
使
用
料
を
改
定
し

平
均
約
55
％
の
値
上
げ

「
水
と
み
ど
り
」を
守
り
育
て
て
い
く
取
り
組
み
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
決
議
を
賛
成
全
員
で
可
決

「はだの議会だより」は再生紙を使用しています。第226号の表紙写真の募集はありません 今号（第225号）は3作品の応募がありました。

　

５
月
24
日
（
水
）
に
全
国
市
議
会

議
長
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
木

村
眞
澄
議
員
が
勤
続
15
年
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

〇
木
村
眞
澄
議
員

　

昭
和
25
年
生
ま
れ
。
当
選
５
回
。

無
所
属
。
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委

員
長
、
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。
市
内
下
大
槻
在
住

２
面
に
主
な
質
疑
・
要
望
を
掲
載

永
年
勤
続
議
員
表
彰木村眞澄議員

（
議
案
審
議
は

２
面
・
７
面
に
も
掲
載
）

議
案
審
議

議
提
議
案
第
４
号　
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

に
向
け
て
水
と
み
ど
り
を
守
り
育
て
て

い
く
取
り
組
み
を
推
進
す
る
決
議
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

本
市
に
は
、
平
成
28
年
、
守
り
育
て

て
い
く
宣
言
を
決
議
し
た
全
国
に
誇
る

水
と
み
ど
り
が
あ
る
。
こ
の
か
け
が
え

の
な
い
自
然
環
境
は
、
先
人
が
懸
命
に

守
り
育
て
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
我
々

に
は
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
使

命
が
あ
る
。
32
年
度
の
新
東
名
高
速
道

路
開
通
に
よ
り
、
利
便
性
が
向
上
す
る

の
と
引
き
換
え
に
失
わ
れ
る
自
然
は
、

先
人
に
倣な

ら
い
復
活
さ
せ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
本
市
議
会
は
、
「
水
と
み
ど
り

を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
の
宣
言
に
関

す
る
決
議
」
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た

め
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
絶
好
の
機
会

と
と
ら
え
、
市
民
の
誇
り
で
あ
る
水
と

み
ど
り
を
守
り
育
て
て
い
く
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
決

議
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

「水とみどり」を次世代へ

持続可能な公共施設サービスを（写真は本町公民館）

　市議会では、秦野をより暮らしやすいまちにするため、予算や条例をは
じめ、さまざまな重要案件を議論し、決定しています。
　住所・氏名を記入するだけで、どなたでも
傍聴できます。本会議は、当日、本庁舎５階
の傍聴席入り口まで、また委員会は、当日、
本庁舎４階議会事務局までお越しください。
　皆さんの選んだ議員が交わしている議論を、
ぜひお聴きください。

「夏の元気花ヒマワリ」青空に向かって元気に咲き誇っています（撮影者 ･栗原正行さん）


